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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信
することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記第２のＲＡＴネットワークに登録することと、
　前記第１のＲＡＴネットワークに関するサポートが削除されていることを示すＵＥ能力
情報を備えるメッセージを送信することによって、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワ
ークにアタッチすることを試みるのを防ぐことと、を備え、前記方法はさらに、
　前記第２のＲＡＴネットワークに登録した後に、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワ
ークにアタッチすることができない状況を検出すること、ここにおいて、前記防ぐことは
、前記状況の前記検出に少なくとも部分的に基づく、
　を備えることを特徴とし、
　前記検出することが、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使用するた
めの、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）が
利用可能でないことを検出することを備え、
　前記検出することが、
　前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするとき、前記１つ以上のＰＤＮを識別する
１つ以上のアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）が、使用をブロックされていることを決定
すること、または
　前記第２のＲＡＴネットワークにおいてパケット交換（ＰＳ）コールがアクティブであ
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るかどうかを決定することをさらに備える、
　方法。
【請求項２】
　前記防ぐことが、前記第２のＲＡＴネットワークから前記第１のＲＡＴネットワークへ
の、ＵＥによって開始される再選択を無効にすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検出する
ことと、
　それに応じて、前記第１のＲＡＴネットワークに関するサポートのインジケーションを
備えたＵＥ能力情報を有するメッセージを送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検出する
ことが、
　前記第２のＲＡＴネットワーク上のアクティブなパケット交換（ＰＳ）コール、または
　前に利用可能でなかった、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使用す
るための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）の利用可能性、
　　のうちの少なくとも１つを検出することを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＲＡＴネットワークがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワー
クを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＲＡＴネットワークが、移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登
録商標））ネットワーク、またはユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ）ネット
ワークのうちの少なくとも１つを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信
することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第２のＲＡＴネットワークに登録するための手段と、
　前記第１のＲＡＴネットワークに関するサポートが削除されていることを示すＵＥ能力
情報を備えるメッセージを送信することによって、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワ
ークにアタッチすることを試みるのを防ぐための手段と、を備え、前記装置はさらに、
　前記第２のＲＡＴネットワークに登録した後に、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワ
ークにアタッチすることができない状況を検出するための手段、ここにおいて、前記防ぐ
ための手段は、前記状況の前記検出に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥが前記第１
のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐように構成される、
　を備えることを特徴とし、
　前記検出するための手段が、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使用
するための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤ
Ｎ）が利用可能でないことを検出するための手段を備え、
　前記状況が、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするとき、前記１つ以上のＰＤ
Ｎを識別する１つ以上のアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）が、使用をブロックされてい
る、または前記第２のＲＡＴネットワークにおいてパケット交換（ＰＳ）コールがアクテ
ィブである状況をさらに備える、
　装置。
【請求項８】
　前記防ぐための手段が、前記第２のＲＡＴネットワークから前記第１のＲＡＴネットワ
ークへの、ＵＥによって開始される再選択を無効にするための手段を備える、請求項７に
記載の装置。
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【請求項９】
　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検出する
ための手段と、
　それに応じて、前記第１のＲＡＴネットワークに関するサポートのインジケーションを
備えたＵＥ能力情報を有するメッセージを送信するための手段と
　をさらに備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信
することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のためのプログラムであ
って、
　請求項１－６の方法のうちの何れか１つを実行するためのコンピュータ読み取り可能な
命令を備える、プログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
[0001]　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により全体がここに明確に組み
込まれる、２０１２年１０月８日に出願された印度国特許出願番号第４１８６／ＣＨＥ／
２０１２の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
[0002]　本開示のある特定の複数の態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的に
は、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：packet data network）がアクセス可能でな
いとき、無線アクセス技術（ＲＡＴ：radio access technology）間で遷移（transitioni
ng）することを避けるための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グおよびブロードキャストサービスのような様々な通信サービスを提供するために広く展
開されている。これらのワイヤレス通信ネットワークは、利用可能なネットワークリソー
スを共有することによって、複数のユーザをサポートすることが可能である多元接続ネッ
トワークであり得る。そのような多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、および単一キャリ
アＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークを含む。
【０００４】
[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ装置（ＵＥ：user equipment
）のための通信をサポートすることができるいくつかのｅＮｏｄｅＢを含み得る。ＵＥは
、ダウンリンクおよびアップリンクを介してｅＮｏｄｅＢと通信し得る。ダウンリンク（
またはフォワードリンク）は、ｅＮｏｄｅＢからＵＥへの通信リンクを指し、アップリン
ク（またはリバースリンク）はＵＥからｅＮｏｄｅＢへの通信リンクを指す。
【０００５】
[0005]　ワイヤレス通信技術が進歩するにつれて、利用されている異なる無線アクセス技
術の数が増えている。例えば、多くの地理的領域が、現在複数のワイヤレス通信システム
によってサービスされており、それらの各々は、１つ以上の異なる無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）を利用することができる。そのようなシステムにおいて、ＵＥの多用途性を増加さ
せるために、複数の異なるタイプのＲＡＴを使用してネットワーク中で動作することがで
きるマルチモードＵＥへのトレンドが近頃増加している。例えば、マルチモードＵＥは、
移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile
 Communications）またはユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mob
ile Telecommunication System）システム、並びにロングタームエボリューション（ＬＴ
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Ｅ（登録商標）：long term evolution）システムにおいて動作することが可能であり得
る。
【０００６】
[0006]　異なるＲＡＴを用いてシステムを超えてＵＥが動作することを可能にすることは
、サービスカバレッジを増大させるのに役立つ一方、そのようなシステム間でスイッチン
グすることは、ある課題、例えば、異なる動作要件によるもの、を引き起こし得る。
【発明の概要】
【０００７】
[0007]　本開示のある特定の複数の態様は、少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス
技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によ
るワイヤレス通信のための方法を提供する。この方法は一般に、ＵＥが第１のＲＡＴネッ
トワーク中でサービスを獲得することができない状況（scenario）を検出することと、メ
ッセージを送信することによって、その状況の検出に少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ
が第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐことを含む。
【０００８】
[0008]　本開示のある特定の複数の態様は、少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス
技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によ
る、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は一般に、ＵＥが第１のＲＡＴネ
ットワーク中でサービスを獲得することができない状況を検出し、メッセージを送信する
ことによって、その状況の検出に少なくとも部分的に基づいて、ＵＥが第１のＲＡＴネッ
トワークにアタッチすることを試みるのを防ぐように構成された少なくとも１つのプロセ
ッサを含む。
【０００９】
[0009]　本開示のある特定の複数の態様は、少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス
技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によ
る、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は一般に、ＵＥが第１のＲＡＴネ
ットワーク中でサービスを獲得することができない状況を検出するための手段、およびメ
ッセージを送信することによって、その状況の検出に少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ
が第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐための手段を含む。
【００１０】
[0010]　本開示のある特定の複数の態様は、少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス
技術（ＲＡＴ）ネットワークにおいて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によ
るワイヤレス通信のためのプログラム製品を提供する。このプログラム製品は一般に、Ｕ
Ｅが第１のＲＡＴネットワーク中でサービスを獲得することができない状況を検出するた
めの命令、およびメッセージを送信することによって、その状況の検出に少なくとも部分
的に基づいて、ＵＥが第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐた
めの命令を記憶した、コンピュータ読み取り可能な媒体を備える。
【００１１】
[0011]　本開示の様々な態様および特徴は、以下にさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
[0012]　本開示の上述された特徴が詳細に理解されることができるように、上で簡潔に要
約された内容についてのより詳しい説明が、複数の態様を参照することによってなされ得
、そのうちのいくつかは、添付の図面に例示される。しかしながら、添付の図面は、本開
示のある特定の典型的な態様のみを例示しており、したがって、その説明が他の同等に効
果的な態様を認め得るので、その範囲を限定するように見なされるべきではないことに留
意されたい。
【図１】[0013]　図１は、本開示のある態様に従って、ある例示的なワイヤレス通信シス
テムを例示する。
【図２】[0014]　図２は、本開示のある態様に従って、ワイヤレス通信システムにおける
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ある例示的なベアラアーキテクチャを概念的に例示するブロック図である。
【図３】[0015]　図３は、本開示のある態様に従って構成された、ある例示的なｅＮｏｄ
ｅＢおよびある例示的なＵＥを概念的に例示するブロック図である。
【図４】[0016]　図４は、本開示のある態様に従って、異なるＲＡＴネットワーク間で遷
移することを避けるためのある例示的な方法を例示する。
【図５】[0017]　図５は、本開示のある態様に従って、異なるＲＡＴネットワーク間で遷
移することを避けるための流れ図を例示する。
【図６】[0018]　図６は、本開示のある特定の複数の態様に従って、図５の例示的な方法
に対応するある例示的なコールフロー図を例示する。
【詳細な説明】
【００１３】
[0019]　いくつかのＲＡＴネットワークでは、ＵＥは、アタッチプロシージャとして知ら
れているプロシージャによってサービスに登録する。このプロシージャの間に、ＵＥの識
別子（ＩＤ：identifier）が検証され、パケット交換（ＰＳ：packet switched）データ
および音声サービスのようなサービスへの加入を確認するために使用される。したがって
、アタッチという用語は一般に、ネットワーク中のサービスに登録することを指す。いく
つかの場合には、アタッチプロシージャは、例えば、ＵＥに要求されたある特定の複数の
サービスを提供するために利用可能であるパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）がない
とき、失敗し得る。
【００１４】
[0020]　本開示の態様は、ＵＥが、アタッチプロシージャが失敗するであろうことを示す
条件を検出するとき、ＵＥが第１のＲＡＴネットワークへアクセスすることを試みるのを
避けることを可能にし得る。いくつかの場合には、この技法は、ＰＤＮがアクセス可能で
ない（例えば、ＰＤＮのアクセスポイントネーム（ＡＰＮ：access point name）がブロ
ックされている）場合に、結果として第２のＲＡＴネットワークへ単に遷移し戻ることに
なる（result in a transition back to）であろう第２のＲＡＴネットワークから第１の
ＲＡＴネットワークへの遷移（例えば、再選択またはハンドオーバ）を防ぐために、適用
され得る。本開示の態様に従って、第１のＲＡＴネットワークは、ＬＴＥネットワークで
あり得、一方、第２のＲＡＴネットワークはＧＳＭまたはユニバーサルモバイル通信シス
テム（ＵＭＴＳ）ネットワークであり得る。
【００１５】
[0021]　本開示の様々な態様は、添付の図面を参照して、以下により充分に説明される。
しかしながら、本開示は、多くの異なる形式で具現化され得、本開示全体を通して提示さ
れる任意の特定の構造または機能に限定されるように解釈されるべきではない。むしろ、
これらの態様は、本開示が徹底的で完全なものとなるように、および当業者に本開示の範
囲を完全に伝えるように、提供される。ここでの教示に基づいて、当業者は、本開示の範
囲が、本開示の任意の他の態様と無関係に実現されようと、あるいはそれらと組み合わさ
れて実装されようと、ここに開示された本開示のいかなる態様もカバーするように意図さ
れていることを理解するはずである。例えば、ここに述べられる任意の数の態様を使用し
て、ある装置は実装され得る、またはある方法は実施され得る。加えて、本開示の範囲は
、ここに述べられる本開示の様々な態様以外に、あるいはそれら加えて、他の構成、機能
、または、構成および機能を使用して実施されるそのような装置または方法をカバーする
ように意図されている。ここに開示された本開示の何れの態様も、請求項のうちの１つ以
上のエレメントによって具現化され得ることが理解されるはずである。
【００１６】
[0022]　「例示的（「exemplary）」という用語は、ここで「例（example）、事例（inst
ance）または例示（illustration）の役割を果たす」という意味で使用される。「例示的
」であるとここで説明された何れの態様も、必ずしも、他の態様よりも好ましいまたは有
利であると解釈されるべきではない。
【００１７】
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[0023]　特定の態様がここに説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、本
開示の範囲に含まれる。好適な態様のうちのいくつかについての利益および利点が言及さ
れるが、本開示の範囲は、特定の利益、使用または目的に限定される様には意図されてい
ない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワークお
よび送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、それらのうちのいくつ
かは、好適な態様の続く説明におよび図に、例として例示される。詳細な説明および図面
は、本開示を限定するものではなくそれを単に例示するものであり、本開示の範囲は、添
付の特許請求の範囲およびそれらの同等物によって定義される。
【００１８】
[0024]　ここに説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直
交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネッ
トワーク等のような様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る。「ネット
ワーク」および「システム」という用語は、交換可能に使用されることが多い。ＣＤＭＡ
ネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial 
Radio Access）、ＣＤＭＡ２０００等のような無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡは、広帯
域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））およびローチップレート（ＬＣＲ:Low Chip Ra
te）を含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、ＩＳ－８５６規格をカ
バーする。ＴＤＭＡネットワークは、移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ：Gl
obal System for Mobile Communications）のような無線技術を実現し得る。ＯＦＤＭＡ
ネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８
０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ‐ＯＦＤＭ(登録商標)等のような無線技
術を実現し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、ユニバーサルモバイル通信
システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの次に出る
（upcoming）リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、およびＬＴ
Ｅは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名の団体からの文
書に説明されている。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２
」（３ＧＰＰ２）という名の団体からの文書に記載されている。
【００１９】
[0025]　単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、送信機側で単一キャリ
ア変調を利用し、受信機側で周波数領域等化（frequency domain equalization）を利用
する送信技法である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと同様の性能（performanc
e）を有し、それらと本質的に同じ全体的な複雑性（overall complexity）を有する。し
かしながら、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、それの特有の単一キャリア構造が原因で、より低い
ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を有する。ＳＣ－ＦＤ
ＭＡは、特に、送信電力効率の観点からモバイル端末にとってより低いＰＡＰＲが大いに
利益をもたらすアップリンク通信において、大いに注目を集めている。これは現在、３Ｇ
ＰＰ　ＬＴＥおよび発展型ＵＴＲＡにおけるアップリンク多元接続スキームに関する作業
仮説（working assumption）である。
【００２０】
[0026]　基地局（「ＢＳ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（「ＲＮＣ」
）、発展型ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トラン
シーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ル
ータ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「
ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を含み得る、それらと
して実現され得る、あるいはそれらとして知られ得る。
【００２１】
[0027]　ユーザ装置（ＵＥ）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、リモート局
、リモート端末、モバイル局、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ装置、ユー
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ザ局、または何らかの他の用語を含み得る、それらとして実現され得る、あるいはそれら
として知られ得る。いくつかの実現では、モバイル局は、セルラ電話、コードレス電話、
セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」
）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力（wireless connection capabi
lity）を有するハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接
続された何らかの他の適切な処理デバイスを備え得る。したがって、ここに教示される１
つ以上の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例
えば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ポータブルコンピューティングデバイ
ス（例えば、携帯情報端末）、エンターテイメントデバイス（例えば、音楽またはビデオ
デバイス、あるいは衛星ラジオ）、全地球測位システムデバイス、ワイヤレスまたは有線
媒体を介して通信するように構成される任意の他の適切なデバイスに組み込まれ得る。い
くつかの態様では、ノードはワイヤレスノードである。そのようなワイヤレスノードは、
例えば、有線またはワイヤレス通信リンクを介して、ネットワーク（例えば、インターネ
ットまたはセルラネットワークのような広域ネットワーク）のためのまたはそれへの接続
性を提供し得る。
【００２２】
　　　　　一例のワイヤレス通信システム
[0028]　図１は、本開示のある態様に従ってある例示的なワイヤレス通信システムを例示
する。発展型ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：evolved 
universal terrestrial radio access network）１２０は、ＬＴＥをサポートし得、ユー
ザ装置（ＵＥ）１１５、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０５、およびＵＥ１１５
に関するワイヤレス通信をサポートすることができる他の複数のネットワークエンティテ
ィを含み得る。
【００２３】
[0029]　以下にさらに詳細に説明されるように、ここに提示される技法は、パケットデー
タネットワーク（ＰＤＮ）がアクセス可能でないとき、ＵＥ１１５がＥ－ＵＴＲＡＮネッ
トワーク１２０にアクセスすることを試みるのを避けるのに役立ち得る。いくつかの場合
には、ＰＤＮは、一時的に利用可能でないことがある、あるいはこれらのＰＤＮを識別す
るために使用されるアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）がブロックされ得る。ここで使用
される場合、ＡＰＮは、そのＡＰＮに関するアタッチ要求が拒否されるとき、ブロックさ
れたと称される。そのような場合、そのＡＰＮは、拒否メッセージに規定された時間期間
の間、一時的にブロックされる。
【００２４】
[0030]　各ｅＮＢ１０５は、特定の地理的領域に関する通信カバレッジを提供し得る。「
セル」という用語は、ｅＮＢのカバレッジエリアおよび／またはこのカバレッジエリアを
サービスしているｅＮＢサブシステムを指すことができる。サービングゲートウェイ（Ｓ
－ＧＷ）１２４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０と通信し得、パケットルーティングおよびフォ
ワーディング（forwarding）、モビリティアンカリング（mobility anchoring）、パケッ
トバッファリング、ネットワークトリガ型サービス（network-triggered service）の開
始等のような様々な機能を実施し得る。モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）
１２６は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０およびサービングゲートウェイ１２４と通信し得、モビ
リティマネジメント、ベアラマネジメント、ページングメッセージの分配（distribution
）、セキュリティー制御、認証、ゲートウェイ選択等のような様々な機能を実施し得る。
ＬＴＥにおける複数のネットワークエンティティは、公的に利用可能な「発展型ユニバー
サル地上波無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）および発展型ユニバーサル地上波無線アクセス
ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）；全般的な説明（”Evolved Universal Terrestrial Ra
dio Access (E-UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network (E-UT
RAN); Overall description,”）」と題された、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３００に説明され
ている。
【００２５】
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[0031]　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１３０は、ＧＳＭをサポートし得、いくつ
かの基地局１３２およびＵＥに関するワイヤレス通信をサポートすることができる他の複
数のネットワークエンティティを含み得る。モバイル交換局（ＭＳＣ：mobile switching
 center）１３４は、ＲＡＮ１３０と通信し得、音声サービスをサポートし、回線交換コ
ール（circuit-switched call）のためのルーティングを提供し、およびＭＳＣ１３４に
よってサービスされているエリア内に位置するＵＥに関してモビリティマネジメントを実
施し得る。オプションとして、インターワーキング機能（ＩＷＦ：inter-working functi
on）１４０は、ＭＭＥ１２６とＭＳＣ１３４との間の通信（例えば、１ｘＣＳＦＢに関す
る）を容易にし得る。
【００２６】
[0032]　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０、サービングゲートウェイ１２４、およびＭＭＥ１２６は
、ＬＴＥネットワーク１０２の一部であり得る。ＲＡＮ１３０およびＭＳＣ１３４は、Ｇ
ＳＭネットワーク１０４の一部であり得る。簡潔さのために、図１は、ＬＴＥネットワー
ク１０２およびＧＳＭネットワーク１０４におけるいくつかのネットワークエンティティ
のみを示す。ＬＴＥおよびＧＳＭネットワークはまた、様々な機能およびサービスをサポ
ートし得る他の複数のネットワークエンティティも含み得る。
【００２７】
[0033]　一般に、任意の数のワイヤレスネットワークは、所与の地理的領域に配置（depl
oyed in）され得る。各ワイヤレスネットワークは、特定のＲＡＴをサポートし得、１つ
以上の周波数で動作し得る。ＲＡＴはまた、無線技術、エアインタフェース等とも称され
得る。周波数はまた、キャリア、周波数チャネル等とも称され得る。各周波数は、異なる
ＲＡＴのワイヤレスネットワーク（異なるＲＡＴネットワーク）間の干渉を避けるために
、所与の地理的領域における単一のＲＡＴをサポートし得る。特定のＲＡＴを利用してい
るネットワークは、ここにおいて、ＲＡＴネットワーク、または単に無線アクセスネット
ワーク（ＲＡＮ）とも称される。したがって、ＲＡＮは、ネットワークを指し、一方ＲＡ
Ｔはそのネットワークが使用する技術のタイプを指す。
【００２８】
[0034]　ＵＥ１１５は、固定の（stationary）またはモバイルであり得、そしてモバイル
局、局、アクセス端末、加入者ユニット、局等とも称され得る。ＵＥ１１５は、セルラフ
ォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘ
ルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ
（ＷＬＬ）局等であり得る。
【００２９】
[0035]　電源を入れる際、ＵＥ１１５は、それが通信サービスを受信することができるワ
イヤレスネットワークを検索し得る。１つより多くのＲＡＴネットワークが検出された場
合、最も高い優先度を有するＲＡＴネットワークがＵＥ１１５をサービスするために選択
され得、それはサービングＲＡＴネットワークと称され得る。ＵＥ１１５は、必要な場合
、サービングＲＡＴネットワークへの登録（registration with）を実施し得る。ＵＥ１
１５はすると、サービングＲＡＴネットワークとアクティブに通信するために「接続モー
ド（connected mode）」で動作し得る。あるいは、ＵＥ１１５は、アクティブな通信がＵ
Ｅ１１５によって要求されていない場合、「アイドルモード（idle mode）」およびサー
ビングＲＡＴネットワークへのキャンプオン状態（camped on）で動作し得る。
【００３０】
[0036]　ＵＥ１１５は、アイドルモードにある間、複数のＲＡＴおよび／または複数の周
波数のセルのカバレッジ内に位置し得る。ＬＴＥに関して、ＵＥ１１５は、優先度リスト
に基づいてキャンプオンするために周波数およびＲＡＴを選択し得る。この優先度リスト
は、周波数のセット、各周波数に関連するＲＡＴ、および各周波数の優先度を含み得る。
例えば、優先度リストは、３つの周波数Ｘ、ＹおよびＺを含み得る。周波数Ｘは、ＬＴＥ
のために使用され得、且つ最も高い優先度を有し得、周波数ＹはＧＳＭのために使用され
得、且つ最も低い優先度有し得、ならびに周波数ＺはまたＧＳＭのために使用され得、中
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間の優先度を有し得る。一般に、優先度リストは、任意のセットのＲＡＴに関する任意の
数の周波数を含み得、ＵＥ位置に対して特有（specific for）であり得る。ＵＥ１１５は
、利用可能な場合、例えば、上の例で示されたように、最も高い優先度のＬＴＥ周波数で
、および、より低い優先度の他のＲＡＴに関する周波数で、優先度リストを定義すること
によって、ＬＴＥをより好む（prefer）ように構成され得る。
【００３１】
[0037]　ＵＥ１１５は、以下のようにアイドルモードで動作し得る。ＵＥ１１５は、それ
が、通常の状況では「適切な」サービスセルカバレッジを、または緊急の状況では「受け
入れ可能な」サービスセルカバレッジを見つけることができる全ての周波数／ＲＡＴを識
別し得る。ＵＥ１１５は次に、全ての識別された周波数／ＲＡＴの中で最も高い優先度を
有する周波数／ＲＡＴにキャンプオンし得る。ＵＥ１１５は、（ｉ）周波数／ＲＡＴが、
もはや所定のしきい値における受信信号強度で利用可能でないか、または（ｉｉ）より高
い優先度を有する別の周波数／ＲＡＴが適切な信号強度に達するかのいずれかまで、この
周波数／ＲＡＴにキャンプオンし続け得る（remain camped on）。アイドルモード中のＵ
Ｅ１１５に関するこの動作挙動（operating behavior）は、公的に利用可能な「発展型ユ
ニバーサル地上波無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）；アイドルモードにおけるユーザ装置（
ＵＥ）プロシージャ（“Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); User 
Equipment (UE) procedures in idle mode,”）」と題された、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３
０４に説明されている。
【００３２】
[0038]　ＵＥ１１５は、ＬＴＥネットワーク１０２からのパケット交換（ＰＳ）データサ
ービスを受信することが可能であり得、アイドルモードにある間ＬＴＥネットワーク１０
２にキャンプオンし得る。ＬＴＥネットワーク１０２は、ボイスオーバインターネットプ
ロトコル（ＶｏＩＰ：voice-over-Internet protocol）サービスが制限されているか、そ
れをサポートしないことがあり、それはＬＴＥネットワーク初期の展開（early deployme
nts）に関する場合であることが多い。制限されたＶｏＩＰサービスサポートが原因で、
ＵＥ１１５は、音声通話（voice call）のために別のＲＡＴネットワークへ転送され得る
。この転送は、回線交換（ＣＳ）フォールバック（circuit-switched (CS) fallback）と
称され得る。ＵＥ１１５は、１ｘＲＴＴ、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ等
のような音声サービスをサポートすることができるＲＡＴへ転送され得る。ＣＳフォール
バックを用いる発呼（call origination）に関し、ＵＥ１１５は、音声サービスをサポー
トしない可能性もあるソースＲＡＴネットワーク（例えば、ＬＴＥ）へ初めに接続され得
る。ＵＥは、このソースＲＡＴネットワークで音声通話を開始し得、その音声通話をサポ
ートすることができる異なるＲＡＴネットワーク（例えば、ターゲットＲＡＴネットワー
ク）へ転送され得る。例えば、ＵＥは、リダイレクション（redirection）、ＰＳハンド
オーバ等を用いた接続解放（connection release）等の様々なプロシージャのための上位
レイヤシグナリングによって、ソースＲＡＴネットワークからターゲットＲＡＴネットワ
ークへ転送され得る。
【００３３】
[0039]　図２は、本開示のある態様に従って、ワイヤレス通信システム２００における例
示的なベアラアーキテクチャを概念的に例示するブロック図である。ベアラアーキテクチ
ャは、ネットワークを介してアドレス指定可能なピアエンティティ（addressable peer e
ntity）２３０とＵＥ２１５との間でエンドツーエンド（end-to-end）サービス２３５を
提供するために使用され得る。
【００３４】
[0040]　本開示の態様は、エンドツーエンドサービス２３５またはＥＰＳベアラ２４０が
利用可能でないとき、例えば、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）２１０がアクセス
可能でないとき、ＵＥが第１のＲＡＴネットワークへアクセスすることを試みるのを避け
るために使用され得る技法を提供する。いくつかの場合には、ＰＤＮ２１０は一時的に利
用可能でないことがある。他の場合には、ＰＤＮを識別するために使用されるアクセスポ
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イントネーム（ＡＰＮ）がブロックされる。ＵＥは、アタッチしようとしている各ＡＰＮ
に関するゼロでないバックオフタイマ（non-zero back-off timers）の発生によって、そ
のような状況を検出し得る。
【００３５】
[0041]　ピアエンティティ２３０は、サーバ、別のＵＥまたは別のタイプのネットワーク
アドレス指定可能なデバイス（network-addressable device）であり得る。エンドツーエ
ンドサービス２３５は、エンドツーエンドサービス２３５に関連する特性（例えば、Ｑｏ
Ｓ）のセットに従って、ＵＥ２１５とピアエンティティとの間でデータをフォワーディン
グ（forward）し得る。エンドツーエンドサービス２３５は、少なくともＵＥ２１５、ｅ
ＮｏｄｅＢ２０５、サービングゲートウェイ（ＳＧＷ：serving gateway）２２０、パケ
ットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（ＰＧＷ）２２５、およびピアエンティ
ティ２３０によって実現され得る。ＵＥ２１５およびｅＮｏｄｅＢ２０５は、ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａシステムのエアインタフェースである、発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネット
ワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）２０８のコンポーネントであり得る。サービングゲートウェイ
２２０およびＰＤＮゲートウェイ２２５は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムのコアネットワ
ークアーキテクチャである、発展型パケットコア（ＥＰＣ：evolved Packet Core）２０
９のコンポーネントであり得る。ピアエンティティ２３０は、ＰＤＮゲートウェイ２２５
と通信可能に結合されたＰＤＮ２１０上のアドレス指定可能なノードであり得る。
【００３６】
[0042]　エンドツーエンドサービス２３５は、ＵＥ２１５とＰＤＮゲートウェイ２２５と
の間の発展型パケットシステム（ＥＰＳ：evolved packet system）ベアラ２４０によっ
て、およびＳＧｉインタフェースを介してＰＤＮゲートウェイ２２５とピアエンティティ
２３０の間の外部ベアラ２４５によって、実現され得る。ＳＧｉインタフェースは、イン
ターネットプロトコル（ＩＰ）またはＵＥ２１５からＰＤＮ２１０への他のネットワーク
レイヤアドレスをエクスポーズ（expose）し得る。
【００３７】
[0043]　ＥＰＳベアラ２４０は、特定のＱｏＳに定義されたエンドツーエンドトンネルで
あり得る。各ＥＰＳベアラ２４０は、複数のパラメータ、例えば、ＱｏＳクラス識別子（
ＱＣＩ：QoS class identifier）、割り当ておよび保有優先度（ＡＲＰ：allocation and
 retention priority）、保証ビットレート（ＧＢＲ：guaranteed bit rate）、合計最大
ビットレート（ＡＭＢＲ：aggregate maximum bit rate）に関連し得る。ＱＣＩは、レイ
テンシ、パケットロス、ＧＢＲ、および優先度に関して事前に定義されたパケットフォワ
ーディング処置（packet forwarding treatment）に関連するＱｏＳクラスを示す整数で
あり得る。ある特定の複数の例では、ＱＣＩは、１から９までの整数であり得る。ＡＲＰ
は、同じリソースに関する２つの異なるベアラ間のコンテンション（contention）の場合
に、プリエンプション優先度（preemption priority）を提供するために、ｅＮｏｄｅＢ
２０５のスケジューラによって使用され得る。ＧＢＲは、別々のダウンリンクおよびアッ
プリンク保証ビットレート（guaranteed bit rate）を指定し得る。ある特定の複数のＱ
ｏＳクラスは、それらのクラスのベアラに関して、いずれの保証ビットレートも定義され
ないよう、非ＧＢＲであり得る。
【００３８】
[0044]　ＥＰＳベアラ２４０は、ＵＥ２１５とサービングゲートウェイ２２０の間のＥ－
ＵＴＲＡＮ無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）２５０、Ｓ５またはＳ８インタフェースを
介したＰＤＮゲートウェイとサービングゲートウェイ２２０の間のＳ５／Ｓ８ベアラ２５
５によって実現され得る。Ｓ５は、非ローミングの状況におけるサービングゲートウェイ
２２０とＰＤＮゲートウェイ２２５との間のシグナリングインタフェースを指し、Ｓ８は
、ローミング状況におけるサービングゲートウェイ２２０とＰＤＮゲートウェイ２２５と
の間の類似の（analogous）シグナリングインタフェースを指す。Ｅ－ＲＡＢ２５０は、
ＬＴＥ－Ｕｕエアインタフェースを介したＵＥ２１５とｅＮｏｄｅＢ２０５との間の無線
ベアラ２６０によって、およびＳ１インタフェースを介したｅＮｏｄｅＢとサービングゲ
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ートウェイ２２０との間のＳ１ベアラ２６５によって実現され得る。
【００３９】
[0045]　図２は、ＵＥ２１５とピアエンティティ２３０との間のエンドツーエンドサービ
ス２３５の１つの例という文脈でベアラ階層を例示するが、ある特定の複数のベアラは、
エンドツーエンドサービス２３５に関連しないデータを運ぶために使用され得ることは理
解されるだろう。例えば、無線ベアラ２６０または他のタイプのベアラは、２つ以上のエ
ンティティの間で制御データを送信するために確立され得、この場合制御データは、エン
ドツーエンドサービス２３５のデータに関連しない。
【００４０】
[0046]　図３は、本開示のある態様に従って構成されたある例示的なｅＮｏｄｅＢ３０５
およびある例示的なＵＥ３１５を概念的に例示するブロック図である。例えば、ＵＥ３１
５は、図１に示されたＵＥ１１５の例であり得、本開示の態様に従って動作することが可
能であり得る。
【００４１】
[0047]　基地局３０５は、アンテナ３３４１－ｔを装備し得、ＵＥ３１５は、アンテナ３
５２１－ｒを装備し得、この場合、ｔおよびｒは、１以上の整数である。基地局３０５に
おいて、基地局送信プロセッサ３２０は、基地局データソース３１２からのデータおよび
基地局コントローラ／プロセッサ３４０からの制御情報を受信し得る。制御情報は、ＰＢ
ＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ等上で搬送され得る。データは、ＰＤＳＣ
Ｈ等上で搬送され得る。基地局送信プロセッサ３２０は、データおよび制御情報を処理（
例えば、符号化およびシンボルマッピング（symbol map））して、データシンボルおよび
制御シンボルをそれぞれ取得し得る。基地局送信プロセッサ３２０はまた、例えば、ＰＳ
Ｓ、ＳＳＳ、およびセル固有の基準信号（ＲＳ）に関する基準シンボルを生成し得る。基
地局送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、デー
タシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボル、に空間処理（例えば、プリコ
ーディング）を実施し得、基地局変調／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）３３２１－ｔに、
出力シンボルストリームを提供し得る。各基地局変調／復調器３３２は、（例えば、ＯＦ
ＤＭ等に関する）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力サンプルストリー
ムを取得し得る。各基地局変調／復調器３３２はさらに、出力サンプルストリームを処理
（例えば、アナログへ変換、増幅、フィルタおよびアップコンバート）して、ダウンリン
ク信号を取得し得る。変調／復調器３３２１－ｔからのダウンリンク信号は、それぞれ、
アンテナ３３４１－ｔを介して送信され得る。
【００４２】
[0048]　ＵＥ３１５において、ＵＥアンテナ３５２１－ｒは、基地局３０５からダウンリ
ンク信号を受信し得、ＵＥ変調／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）３５４１－ｒへそれぞれ
受信された信号を提供し得る。各ＵＥ変調／復調器３５４は、それぞれの受信された信号
を調整（例えば、フィルタ、増幅、ダウンコンバートおよびデジタル化）して、入力サン
プルを取得し得る。各ＵＥ変調／復調器３５４はさらに、（例えば、ＯＦＤＭ等に関する
）入力サンプルを処理して、受信されたシンボルを取得し得る。ＵＥ　ＭＩＭＯ検出器３
５６は、全てのＵＥ変調／復調器３５４１－ｒからの受信されたシンボルを取得し、適用
可能な場合、受信されたシンボルにＭＩＭＯ検出を実施し、検出されたシンボルを実施し
得る。ＵＥ受信プロセッサ３５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、デイン
タリーブ、および復号）し、ＵＥ３１５に関する復号されたデータをＵＥデータシンク３
６０へ提供し、および復号された制御情報をＵＥコントローラ／プロセッサ３８０へ提供
し得る。
【００４３】
[0049]　アップリンクに関して、ＵＥ３１５において、ＵＥ送信プロセッサ３６４は、Ｕ
Ｅデータソース３６２からの（例えば、ＰＵＳＣＨに関する）データ、およびＵＥコント
ローラ／プロセッサ３８０からの（例えば、ＰＵＣＣＨに関する）制御情報を受信および
処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ３６４はまた、基準信号に関する基準シンボルを生成し
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得る。ＵＥ送信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合、ＵＥ　ＴＸ　ＭＩ
ＭＯプロセッサ３６６によってプリコーディングされ得、さらに（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ
等に関する）ＵＥ変調／復調器３５４１－ｒによって処理され、基地局３０５へ送信され
得る。基地局３０５において、ＵＥ３１５からのアップリンク信号は、基地局アンテナ３
３４によって受信され、基地局変調／復調器３３２によって処理され、適用可能な場合、
基地局ＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに基地局受信プロセッサ３３８によ
って処理され、復号された、ＵＥ３１５によって送られたデータおよび制御情報を取得し
得る。基地局受信プロセッサ３３８は、復号されたデータを基地局データシンク３４６へ
提供し得、復号された制御情報を基地局コントローラ／プロセッサ３４０へ提供し得る。
【００４４】
[0050]　基地局コントローラ／プロセッサ３４０およびＵＥコントローラ／プロセッサ３
８０は、基地局３０５およびＵＥ３１５においてそれぞれ動作を指示し得る。基地局コン
トローラ／プロセッサ３４０および／または基地局３０５における他のプロセッサおよび
モジュールは、例えば、ここに説明された技法に関する様々な処理の実行を実施または指
示し得る。ＵＥコントローラ／プロセッサ３８０および／またはＵＥ３１５における他の
プロセッサおよびモジュールはまた、例えば、図４および図５に例示された機能ブロック
および／またはここに説明された技法に関する他の処理の実行を実施または指示し得る。
基地局メモリ３４２およびＵＥメモリ３８２は、それぞれ基地局３０５およびＵＥ３１５
に関するデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ３４４は、ダウンリ
ンクおよび／またはアップリンク上のデータ送信に関してＵＥ３１５をスケジューリング
し得る。
【００４５】
　　　ＰＤＮがアクセス可能でないとき、ＲＡＴ間の遷移を避けるための例示の技法
[0051]　ＬＴＥでは、ＵＥは、ネットワークアタッチメント（またはアタッチプロシージ
ャ）と称されるプロシージャによって、ある特定の複数のサービスを受信するためにネッ
トワークに登録する必要がある。このアタッチプロシージャは、デフォルトＥＰＳベアラ
を確立することによってＵＥに関するＩＰ接続性を可能にする。いくつかの場合には、ア
タッチプロシージャはまた、そのＵＥに関する１つ以上の専用ＥＰＳベアラを確立するた
めのプロシージャをトリガし得る。ＵＥがＬＴＥにおいてデフォルトベアラをアクティベ
ートできない場合、ＵＥはＬＴＥを介してサービスを受信することができず、ＵＥはサー
ビスを受信するために別の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにアクセスする必要
があり得る。
【００４６】
[0052]　上述したように、本開示のある特定の複数の態様は、ＬＴＥおよびＵＭＴＳのよ
うな複数のＲＡＴのうちの１つでＵＥがサービスを取得できないとき、その複数のＲＡＴ
の間でＵＥがスイッチングされることを避けるのに役に立ち得る技法を提供する。例えば
、ＲＡＴネットワークに関連する全ての指定されたプロトコルデータネットワーク（ＰＤ
Ｎ）アタッチゲートウェイにおける一時的な制限が原因で、そのような状況が発生し得る
。この一時的な制限の間、ＵＥは、ＰＤＮアタッチゲートウェイに関連するＡＰＮの使用
をブロックされる。
【００４７】
[0053]　ＬＴＥでは、ＵＥは、ＲＡＴネットワークに登録するためにそれらの「アタッチ
ＡＰＮ」を使用することを制限され、全てのアタッチＡＰＮがブロックされるとき、ＵＥ
はＲＡＴネットワークに登録することができない。上述したように、ＡＰＮに関するアタ
ッチ要求が拒否されたとき、そのＡＰＮはブロックされたと称され、典型的に、（例えば
、Ｔ３３９６タイマと称されるタイマによって）拒否メッセージに規定された時間期間の
間ブロックされる。ＵＥは、この規定された「バックオフ」時間の間、そのＡＰＮを使用
してアタッチプロシージャを試みることを許されない（not allowed）。
【００４８】
[0054]　本開示の態様は、全てのアタッチＡＰＮがブロックされている状況を認識し、Ｕ
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Ｅが、対応するＲＡＴネットワークに登録することを試みるのを防ぐための処置をとる（
take action to）ことをＵＥに可能にする。上述したように、ＵＥは、全てのアタッチＡ
ＰＮがアクティブな（ゼロでない）バックオフタイマを有する状況を検出することが可能
であり得る。
【００４９】
[0055]　他のＲＡＴネットワーク、例えば、ＵＭＴＳおよびＧＳＭでは、少なくとも１つ
のベアラをサービスカバレッジについてアタッチされたままにする要件が存在しない。し
たがって、ＵＥは、回線交換（ＣＳ）サービスに関するＵＭＴＳ／ＧＳＭネットワークに
接続されたままになり得る（「キャンプオン」）。
【００５０】
[0056]　上述したように、ＡＰＮは、ＵＥが接続することを望むＰＤＮの識別子である。
典型的なＵＥ構成では、ＬＴＥのための「アタッチＡＰＮ」として指定されたＡＰＮのセ
ットがある。これらのＡＰＮは、ユーザまたはオペレータによって構成されることができ
、そして（それらのＰＤＮのみが、あるサービスの基本セットを与えられているとアタッ
チＡＰＮを指定することで）、そのサービスの基本セットがＵＥに提供される場合に限っ
て、ＵＥがＬＴＥでのフルサービスにキャンプオンしたままでいる（remain camped for
）ことができるポリシーを定義するのに役立つように使用されることができる。
【００５１】
[0057]　ＬＴＥにおいて全てのアタッチＡＰＮがブロックされる場合、ＵＥがＬＴＥネッ
トワークにアタッチしようとする場合にＵＥはアタッチプロシージャを実施できず（例え
ば、それはＬＴＥネットワークを認識することができるが、サービスへの登録に成功する
ことができない）、ＵＥはＧＳＭ／ＵＭＴＳネットワークへ移る（move to）。従来のＵ
Ｅは、ＧＳＭまたはＵＭＴＳサービスを獲得し、オペレータネットワークへのＣＳおよび
ＰＳドメインに関する成功した登録を完了し得る。ある特定の複数の条件下で（例えば、
基準信号測定値がより良い無線カバレッジを示す場合）ＵＥは、ＬＴＥを再選択し得る。
この再選択は、ＵＥによってまたはオペレータネットワークによって、開始され得る。何
れの場合も、ＵＥは、トラッキングエリア更新（ＴＡＵ：tracking area update）要求を
送ることによって、ＬＴＥネットワークへ再選択することを試み得る。ＧＳＭ／ＵＭＴＳ
ネットワークにおいて確立されたアクティブなＰＳコールがある場合、非アタッチＰＤＮ
は、再選択によってＬＴＥで利用可能であり得、ＵＥは、ＬＴＥネットワークへの遷移に
成功し得る。
【００５２】
[0058]　しかしながら、アクティブなＰＳコール（音声かデータの何れか）がない（およ
びアクティブなＰＤＰベアラがない）と仮定すると、ＬＴＥネットワークは、ＵＥがアタ
ッチプロシージャを実行することを求める要求（例えば、拒否の理由を示す原因コードと
共に）を拒否することになる。原因コードは、ＵＥがアタッチプロシージャを実行するこ
とを促すように設計され得るが、この場合、ＵＥは、（例えば、前の失敗した試みからの
アクティブなバックオフタイマで）全てのアタッチＡＰＮがブロックされるので、アタッ
チプロシージャを実行することができない。ＬＴＥでフルサービス獲得することができな
いので、従来のＵＥは再度ＧＳＭ／ＵＭＴＳサービスを獲得し、ＧＳＭ／ＵＭＴＳとＬＴ
Ｅネットワークとの間で急速に（rapidly）遷移する（ピンポンする）上述のステップを
繰り返すことになる。
【００５３】
[0059]　図４は、本開示のある特定の複数の態様に従って異なるＲＡＴネットワーク間で
遷移することを避けるためのある例示的な方法４００を例示する。
【００５４】
[0060]　方法４００は、４０２において、ＵＥが第１のＲＡＴネットワークにアタッチす
ることができない状況を検出することから始まる。例として、ＵＥはＬＴＥネットワーク
において、ＰＤＮがそのＬＴＥネットワーク上で接続するためにＵＥにとってアクセス可
能でない状況を検出し得る。いくつかの場合には、例え全てのアタッチＡＰＮがブロック
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されても、アクティブなＰＳコール（別のネットワークにおいて）がある場合、ＵＥはＬ
ＴＥネットワークにアタッチすることが可能であり得る。したがって、検出はまた、全て
のアタッチＡＰＮがブロックされるとき、第２のＲＡＴネットワークにおいてアクティブ
なＰＳコールがないことを検出することを含み得る。
【００５５】
[0061]　方法４００は、４０４において、検出に応答して、ＵＥが第１のＲＡＴネットワ
ークにアタッチすることを試みることを防ぐことにより、続く。例えば、ＵＥは、ネット
ワークに、（例えば、ＵＥ能力情報（UE capability information）を有するメッセージ
を送ることによって）それがＬＴＥをサポートしていないことを通知し得、それにより、
ＵＥがＬＴＥネットワークへ接続するよう指示されることを防ぐ。別の方法として、また
はその上、ＵＥは、（例えば、ＬＴＥをサポートしていないことを示すために状態変数（
state variable）を一時的に更新することによって）ＬＴＥのＵＥによって開始される選
択（ＵＥ-initiated selection）を無効にする処置をとり得る。したがって、これらの技
法は、ＬＴＥが一時的に利用可能でないとき、ＵＥによってサポートされているＲＡＴの
リストからＬＴＥを効率的に削除することによって、ＵＥがＬＴＥネットワークに無駄に
アタッチすることを試みることを防ぎ得る。
【００５６】
[0062]　いくつかの場合には、例えば、前にブロックされたアタッチＡＰＮがブロックさ
れていない状態になっている（become unblocked）ことをＵＥが検出する場合、（例えば
、更新されたＵＥ能力情報を有するメッセージを送ることによって）ＵＥは、後にＬＴＥ
に関するサポートを再び可能にし得る。上述したように、ＧＳＭ／ＵＭＴＳネットワーク
において確立されたアクティブなＰＳコールがある場合、非アタッチＰＤＮは、再選択に
よってＬＴＥ上で利用可能であり得る。したがって、ＵＥはまた、ＧＳＭ／ＵＭＴＳネッ
トワークにおけるアクティブなＰＳコールの確立の際、ＬＴＥのためのサポートを再び可
能にし得る。
【００５７】
[0063]　図５は、本開示のある態様に従って、異なるＲＡＴネットワーク間で遷移するこ
とを避けるための流れ図５００を例示する。５０２において、ＵＥは、ＬＴＥにアタッチ
するために指定されたＡＰＮ（アタッチＡＰＮ）を評価する。例えば、ＵＥは、非アクテ
ィブなバックオフタイマを有するＡＰＮがあるかどうか決定し得る。もし、５０４におけ
る決定の際、ブロックされていないアタッチＡＰＮがある、またはアクティブなＰＤＰベ
アラ（ＧＳＭ／ＵＭＴＳにおけるアクティブなＰＳコール）がある場合、５０８における
決定の際、通常のアタッチプロシージャが５０６において実施され得る。そうでなければ
、ＵＥは、５１０においてＬＴＥサポートを一時的に無効にし得る。
【００５８】
[0064]　図６は、ここに提示される技法に従って動作することが可能であるＵＥ６１５、
ＬＴＥ　ｅＮｏｄｅＢ６０５、およびＧＳＭ／ＵＭＴＳ基地局６３２の間の通信の交換を
示す、ある例示的なコールフロー図を例示する。
【００５９】
[0065]　例示されたように、ＵＥ６１５は、６０２において、最初にＧＳＭ／ＵＭＴＳネ
ットワークに登録（キャンプオン）し得る。ＵＥは、次に、例えば、基準信号測定値がＬ
ＴＥネットワークにおけるより良い無線カバレッジを示す場合、６０４においてＬＴＥネ
ットワークを再選択し得る。例示された例は、アクティブなＰＳコールがないことを前提
とする。例示されたように、ＵＥは、（例えば、トラッキングエリア更新ＴＡＵによって
）ＬＴＥネットワークにアタッチすることを試み得るが、この要求は、対応するＡＰＮに
関するバックオフタイマのインジケーション（indication）を用いて、拒否され得る。
【００６０】
[0066]　６０６において、ＵＥは、全てのアタッチＡＰＮがブロックされていることを決
定し、ＬＴＥサポートを無効にする。例示されるように、ＵＥは、ＬＴＥがサポートされ
ていないことを示すＵＥ能力情報を有するメッセージを送ることによって、ＬＴＥサポー
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トを無効にし得る。これは、ＬＴＥネットワークにおける無線カバレッジが好都合（favo
rable）である場合でさえ、ＵＥが、ＬＴＥネットワークへリダイレクト（redirect）さ
れることを防ぎ得る。
【００６１】
[0067]　６０８に例示されるように、いくつかの場合には、ＵＥはＬＴＥのためのサポー
トを再び可能にし得る。例えば、ＵＥは、アタッチＡＰＮ（前にブロックされた）がブロ
ックされていない状態になっていること、またはＧＳＭ／ＵＭＴＳネットワークにおいて
確立されたアクティブなＰＳコールの存在（再選択によってＬＴＥ上で非アタッチＰＤＮ
が利用可能であり得ることを意味する）を検出し得る。ＵＥは、ＬＴＥのためのサポート
を示す、更新されたＵＥ能力情報を有するメッセージを送り得る。これは再度、ＵＥがＬ
ＴＥネットワークにリダイレクトされることを可能にし得る。
【００６２】
[0068]　ここに説明されたように、本開示の態様は、ＲＡＴネットワークがＵＥにとって
利用可能でないことを検出することに応答して、ＵＥが所与のＲＡＴネットワークに関す
るサポートを無効にすることを可能にする技法を提供する。結果的に、ＵＥは、ＲＡＴネ
ットワーク間の反復的なスイッチングを防ぎ得、それはユーザエクスペリエンスを改善し
得る。
【００６３】
[0069]　これらの技法は、ＬＴＥおよび３Ｇネットワーク（ＧＳＭおよび／またはＵＭＴ
Ｓ）において通信することが可能であるＵＥに関連してここに説明されるが、ここに提示
される技法は、多種多様な異なるＲＡＴネットワークで適用され得る。
【００６４】
[0070]　上に説明された方法の様々な動作は、対応する機能を実施することが可能である
任意の適切な手段によって実施され得る。これらの手段は、回路、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）またはプロセッサに限定されるわけではないがそれらを含む、様々なハード
ウェアおよび／またはソフトウェアコンポーネント（１つまたは複数の）および／または
モジュール（１つまたは複数の）を含み得る。一般に、図に例示された動作がある場合、
それらの動作は、同様の番号を有する、対応するカウンターパートのミーンズプラスファ
ンクションコンポーネントを有し得る。
【００６５】
[0071]　ここで使用される場合、「決定すること（determining）」という用語は、多種
多様なアクションを含む。例えば、「決定すること」は、算出すること、計算すること、
処理すること、導出すること、調査すること、調べること（例えば、表、データベース、
または別のデータ構造を調べる）、確かめること等を含み得る。また、「決定すること」
は、受信すること（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（例えば、メモリ
内のデータにアクセスすること）等を含み得る。また、「決定すること」は、解決するこ
と、選択すること、選ぶこと、確立すること等を含み得る。
【００６６】
[0072]　ここで使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」に言及するフ
レーズは、単一の要素を含む、それらの項目のうちの任意の組み合わせに言及するもので
ある。例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ‐ｂ
、ａ‐ｃ、ｂ‐ｃおよびａ‐ｂ‐ｃをカバーするように意図されている。
【００６７】
[0073]　上に説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフト
ウェアコンポーネント（１つまたは複数の）、回路、および／またはモジュール（１つま
たは複数の）のような動作を実施することが可能である任意の適切な手段によって実施さ
れ得る。一般に、図に例示された任意の動作は、動作を実施することが可能である対応す
る機能的手段によって実施され得る。
【００６８】
[0074]　本開示に関連して説明される様々な例示の論理ブロック、モジュールおよび回路
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は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイシグナル（ＦＰＧＡ）、または他の
プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理
、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいはここに説明された機能を実行す
るように設計されたそれらの任意の組み合わせを用いて実装または実行され得る。汎用プ
ロセッサは、マイクロプロセッサであり得が、別の方法では、プロセッサは、任意の市販
のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る
。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰと１つ
のマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つ以上のマ
イクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成、との組み合わせとしても実装され
得る。
【００６９】
[0075]　本開示に関連して説明されたアルゴリズムまたは方法のステップは、直接的にハ
ードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにおいて、
またはその２つの組み合わせにおいて、具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、当
技術で知られている何れの形態の記憶媒体にも存在し得る。使用され得る記憶媒体のいく
つかの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラ
ッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハード
ディスク、リムーバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ等を含む。ソフトウェアモジュールは、単
一の命令または多くの命令を含み得、いくつかの異なるコードセグメントにわたって、異
なるプログラムの間で、および、複数の記憶媒体にわたって、分散され得る。記憶媒体は
、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることができるように、および、記憶媒体に情
報を書き込むことができるように、プロセッサに結合され得る。別の方法では、記憶媒体
は、プロセッサと一体化され得る。
【００７０】
[0076]　ここに開示された方法は、説明された方法を達成するための１つ以上のステップ
またはアクションを備える。これらの方法のステップおよび／またはアクションは、請求
項の範囲を逸脱することなく、互いに置き換えられ得る。言い換えれば、ステップまたは
アクションの特定の順序が規定されていない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は、請求項の範囲を逸脱することなく変更され得る。
【００７１】
[0077]　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らの任意の組み合わせにおいて実現され得る。ソフトウェアで実現さる場合、機能は、コ
ンピュータ読み取り可能な媒体上に１つ以上の命令として記憶され得る。記憶媒体は、コ
ンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定
ではなく例として、そのようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または
他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコー
ドを搬送または記憶するために使用されることができ、コンピュータによってアクセスさ
れることができる、任意の他の媒体を備えることができる。ここで使用される場合、（ｄ
ｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディス
ク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商
標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、この場合、ディスク（ｄ
ｉｓｋ）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザーを用
いて光学的にデータを再生する。
【００７２】
[0078]　したがって、ある特定の複数の態様は、ここに提示された動作を実施するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。例えば、そのようなコンピュータプログラム製
品は、命令をそこに記憶した（および／または符号化した）コンピュータ読み取り可能な
媒体を備え得、それらの命令は、ここに説明された動作を実施するために、１つ以上のプ
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ロセッサによって実行可能である。ある特定の複数の態様に関して、コンピュータプログ
ラム製品は、パッケージングマテリアルを含み得る。
【００７３】
[0079]　ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。例えば、ソフ
トウェアが、ウェブサイト、サーバ、あるいは、他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無
線およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線およびマイクロ波の
ようなワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【００７４】
[0080]　さらに、ここに説明された方法および技法を実施するためのモジュールおよび／
または他の適切な手段は、適用可能である場合、ダウンロードされることができる、およ
び／またはそうでなければモバイル局および／または基地局によって取得されることがで
きることが、理解されるべきである。例えば、そのようなデバイスは、ここに説明された
方法を実施するための手段の転送を容易にするために、サーバに結合されることができる
。代替的に、ここに説明された様々な方法は、モバイル局および／または基地局が、記憶
手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスク
等のような物理記憶媒体）をデバイスに提供するまたは結合する際に様々な方法を取得す
ることができるように、記憶手段によって提供されることができる。さらに、ここに説明
された方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の適切な技法が、利用される
ことができる。
【００７５】
[0081]　本願の特許請求の範囲が上に例示されたまさにその構成およびコンポーネントに
限定されないことは理解されるべきである。請求項の範囲から逸脱することなく、上で説
明した方法および装置の配置、動作、および詳細において、様々な修正、変更、および変
形がなされ得る。
【００７６】
[0082]　前述の内容は、本開示の態様を対象としているが、本開示の他の態様および本開
示の更なる態様が、その基本的な範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は、以
下の特許請求の範囲によって決定される。
　以下に本願出願当初の特許請求の範囲を付記する。
[Ｃ１]　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにおい
て通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であ
って、
　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができない状況を検出す
ることと、
　メッセージを送信することによって、前記状況の前記検出に少なくとも部分的に基づい
て、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐこと
　を備える、方法。
[Ｃ２]　前記検出することが、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使用
するための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤ
Ｎ）が利用可能でないことを検出することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記検出することが、
　前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするとき、前記１つ以上のＰＤＮを識別する
１つ以上のアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）が、使用をブロックされていることを決定
することを備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記検出することが、前記第２のＲＡＴネットワークにおいてパケット交換（Ｐ
Ｓ）コールがアクティブであるかどうかを決定することをさらに備える、Ｃ２に記載の方
法。
[Ｃ５]　防ぐことが、前記第２のＲＡＴネットワークから前記第１のＲＡＴネットワーク
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への、ＵＥによって開始される再選択を無効にすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記メッセージが、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションが削
除されたＵＥ能力情報を有するメッセージを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検
出することと、
　それに応じて、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションを備えたＵＥ能
力情報を有するメッセージを送信することと
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検
出することが、
　前記第２のＲＡＴネットワーク上のアクティブなパケット交換（ＰＳ）コールと、
　前に利用可能できなかった、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使用
するための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤ
Ｎ）の利用可能性と、
　　のうちの少なくとも１つを検出することを備える、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ９]　前記第１のＲＡＴネットワークがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネッ
トワークを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記第２のＲＡＴネットワークが、移動通信のためのグローバルシステム（Ｇ
ＳＭ）ネットワーク、またはユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ）ネットワー
クのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにお
いて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置で
あって、
　　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができない状況を検出
することと、
　　メッセージを送信することによって、前記状況の前記検出に少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐこ
と
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、装置。
[Ｃ１２]　前記状況が、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使用するた
めの、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）が
利用可能でない状況を備える、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１３]　前記状況が、
　前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするとき、前記１つ以上のＰＤＮを識別する
１つ以上のアクセスポイントネーム（ＡＰＮ）が、使用をブロックされている状況を備え
る、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１４]　前記状況が、前記第２のＲＡＴネットワークにおいてパケット交換（ＰＳ）コ
ールがアクティブでない状況をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１５]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２のＲＡＴネットワークから前記
第１のＲＡＴネットワークへの、ＵＥによって開始される再選択を無効にするようにさら
に構成される、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１６]　　前記メッセージが、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーション
が削除されたＵＥ能力情報を有するメッセージを備える、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検出する
ことと、
　それに応じて、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションを備えたＵＥ能
力情報を有するメッセージを送信することと
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　を行うようにさらに構成される、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　前記第２のＲＡＴネットワーク上のアクティブなパケット交換（ＰＳ）コールと、
　　前に利用可能できなかった、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使
用するための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（Ｐ
ＤＮ）の利用可能性と、
　のうちの少なくとも１つを検出することによって、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネット
ワークにアタッチすることができることを検出するように構成される、
　Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第１のＲＡＴネットワークがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネ
ットワークを備える、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記第２のＲＡＴネットワークが、移動通信のためのグローバルシステム（Ｇ
ＳＭ）ネットワーク、またはユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ）ネットワー
クのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにお
いて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置で
あって、
　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができない状況を検出す
るための手段と、
　メッセージを送信することによって、前記状況の前記検出に少なくとも部分的に基づい
て、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐため
の手段と
　を備える、装置。
[Ｃ２２]　前記検出するための手段が、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするた
めに使用するための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワー
ク（ＰＤＮ）が利用可能でないことを検出するための手段を備える、Ｃ２１に記載の装置
。
[Ｃ２３]　前記防ぐための手段が、前記第２のＲＡＴネットワークから前記第１のＲＡＴ
ネットワークへの、ＵＥによって開始される再選択を無効にするための手段を備える、Ｃ
２１に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記メッセージが、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションが
削除されたＵＥ能力情報を有するメッセージを備える、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを
検出するための手段と、
　それに応じて、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションを備えたＵＥ能
力情報を有するメッセージを送信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２６]　少なくとも第１のおよび第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークにお
いて通信することが可能であるユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信のためのプログ
ラム製品であって、
　　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができない状況を検出
するための命令と、
　　メッセージを送信することによって、前記状況の前記検出に少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることを試みるのを防ぐた
めの命令と
　を記憶したコンピュータ読み取り可能な媒体を備える、プログラム製品。
[Ｃ２７]　前記検出することが、前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチするために使
用するための、前記ＵＥに関して指定された１つ以上のパケットデータネットワーク（Ｐ
ＤＮ）が利用可能でないことを検出することを備える、Ｃ２６に記載のプログラム製品。
[Ｃ２８]　前記防ぐことが、前記第２のＲＡＴネットワークから前記第１のＲＡＴネット
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ワークへの、ＵＥによって開始される再選択を無効にすることを備える、Ｃ２６に記載の
プログラム製品。
[Ｃ２９]　前記メッセージが、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションが
削除されたＵＥ能力情報を有するメッセージを備える、Ｃ２６に記載のプログラム製品。
[Ｃ３０]　前記命令は、
　　前記ＵＥが前記第１のＲＡＴネットワークにアタッチすることができることを検出す
るための命令と、
　　それに応じて、前記第１のＲＡＴに関するサポートのインジケーションを備えたＵＥ
能力情報を有するメッセージを送信するための命令とをさらに備える、Ｃ２９に記載のプ
ログラム製品。

【図１】 【図２】
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